


「ジェット・マダム」10円

　朝８時、会社に出勤する夫の背中を見送る。
「ハニー、行ってくるよ」
「ダーリン、行ってらっしゃい」
マダムは、玄関の鍵を閉めた。夫は貿易会社の社長。
日が変わるまで仕事するなんて、ざらにあった。夫が家に帰宅するのは、明日の朝８時、それまでは自由。
「これからは、私の時間。おほほ」
「クラツカ執事」
「奥様、お呼びですか」
白髪オールバックの白髭の男が、黒いスーツ姿で現れた。
「車を出してちょうだい」
「かしこまりました」
クラツカは、テキパキと車庫からロールスロイスを発進する。エントランス前で停車した。
「お待たせいたしました」
マダムは、ロールスロイスに乗り込んだ。カーテンを閉め、個室を作り出す。車の中で、ドレスアップとメイクアップを済ませた。白いドレスと赤いヒール、宝石の装飾で盛装した。お気に入りは、本革のブランドバッグ、特注で名前が刻印してある。
「成田空港まで」
「かしこまりました。すでに、プライベートジェット ボーイング747を待機させてあります」
「クラツカ、良い心がけね」
「ありがたきお言葉、もったいのうございます」
二人は、空港へ向かった。

空港でマダムは、搭乗手続きと持ち物検査をフリーパスで通過する。
隣のゲートで、貧者たちが長い行列を作っていた。
搭乗口の通路で、チェン機長がお出迎えした。中国人のパイロットで、日本語は勉強中だった。
「マダム、おはようござます」
「チェン、今日もスマイルが素敵ね」
「ありがとござます」
「日本語は、もう少し勉強されたらどうかしら」
「わかます」
「クラツカ、中国語で行き先を告げて頂戴」
「我 要 去 徳国」
「OK」
「よろしくね」
マダムは搭乗口から機内に入り、専用プレミアシートに座った。機内の内装は豪華絢爛。革のシートに有名メーカーのシャンデリア。金をあしらったテーブル。
「クラツカ、あなたも離陸時は座りなさい」
「ははっ」
マダムは、シートベルトを締めた。クラツカは、マダムのベルトを確認したあとに、自分のシートベルトを締めた。
「さあ、出発よ」
クラツカが、チェンに無線で連絡した。
「Go to sky」
機内アナウンスが流れる。
「Take off」
ボーイング747の離陸と同時に、機体が振動する。地上はだんだん遠ざかり、町が見えなくなっていく。機体は、雲の上まで上昇した。
シートベルトサインが消えた。窓を見ても、景色は雲ばかりだ。
「クラツカ、喉が渇いたわ、1981年DRC ロマネ・コンティをちょうだい」
「はい、奥様。ただいまお持ちします」
クラツカが飛行機のワインセラーから、ロマネ・コンティを選ぶ。
「アペタイザーはないかしら」
「今から、調理いたします」
クラツカが、プロのシェフ並みに料理を作る。テーブルに、完成した料理を置く。
「生ハムと旬野菜のキッタラ レモン風ライトクリームソース パスタでございます」
「あら、素敵」
マダムは、ブレックファーストを済ませた。
「美味しゅうございました」
「すぐ片付けます」
クラツカは、急いで食器を片づける。
「クラツカ、映画を見せて」
「ははっ」
クラツカがリモコンを操作した。機内のホームシアターシステムが動き出す。プロジェクターは4K解像度で、150インチ相当の映像を出力し、スピーカーは9.1chだ。
「奥様、何を見られますか？」
「風と共に去りぬがいいわ」
「かしこまりました」
マダムは、長編映画を堪能する。
「いつ見ても良いわね」
終了のタイミングに合わせ、機内アナウンスが流れた。
「間もなく当機は、目的地ミュンヘン空港へ到着いたます」
「もう着いたのね」
ミュンヘン空港へ、ボーイング747は着陸した。
クラツカが、マダムのために赤い絨毯を敷く。
「日本へ帰国の際も利用くだい」
「チェン、ありがとう」
マダムは、赤い絨毯の上を、赤いヒールでモデルウォークする。時折、10カラットのダイヤのネックレスが揺れた。そのまま、空港のロビーまで歩いた。
「クラツカ、わたくし空港から外は歩きたくないの」
「ははっ、ドイツ製BMW M3にお乗りください」
「よろしくてよ」
「ありがとうございます」
「クラツカ、ミュンヘンで一番おいしいビールのお店はどこかしら？」
「そうですね。Andechs am Domこちらのビールはいかがでしょうか？」
「そこでよろしくてよ」
「飛ばしますぞ」
「おほほ、おてやわらかに」
ドイツのアウトバーンで、140kmを出し目的地に急ぐ。

ミュンヘンの南にアンデクス村がある。その村の修道院の中にAndechsはあった。近くにはAmersee湖を見下ろす丘があり、湖の美しさを堪能しながら、美味しいビールが飲めると評判。
店に到着後、クラツカはマダムのためにビールを頼んだ。注文のビールがテーブルに置かれた。マダムは、ビールに口をつける。
「クラツカ、ビールは美味しいし、Amersee湖の眺めは最高ね」
「ありがたきお言葉」
「この後、孫の大学進学祝いに、車をプレゼントしたいの。おわかり？」
「ははっ、お任せを、M3にお乗りください」
車に乗り、一番近いBMWの販売会社を探した。

販社は、ミュンヘン市内に戻る途中にあった。
「奥様、少々お待ち下さい」
「待ちますわ」
クラツカが、車から降りて販社の店長と話をする。ある程度希望を伝え。マダムのところに戻ってきた。
「奥様、ニューBMW4シリーズカブリオレはいかがでしょう」
「どんな車かしら？」
「オープンカーで、若者向けのデザイン。そして躍動感あるドライビング・ダイナミクス。Ｗエンジンでパワーもあります」
「クラツカのおすすめなのね。それにするわ」
「かしこまりました」
クラツカは、再び販社の店長と話をする。
「一番最高グレードの、New 435iカブリオレ M Sportが欲しい」
「Ja」
クラツカは、クレジットカードで支払いを済ませた。
「奥様、納車は三カ月待ちだそうです」
「安心したわ。入学前に間に合いそう」
「きっと、大喜びですな」
「おほほ」
マダムは、わがままを言った。
「そうそう、ドイツと言えば、お土産にソーセージが欲しいわ」
「奥様が、考えられると思い。もう調べてあります」
「クラツカ、素晴らしい思いやりね」
「ははっ。ドイツでは大手メーカーより、自家製の専門店がおすすめだそうです。私の提案ですが、STADT SCHINKENに行ってみませんか」
「そこへ、わたくしをお連れなさい」
「お任せください」
M3で、STADT SCHINKENまで移動する。

　住宅地に車を止めた。
「こちらです」
「小さいわね」
STADT SCHINKENの外観は、一軒家を改築したように見えた。
「見た目は貧者の家ですが、味は一流だそうです」
「そうでないと困るわ」
店に入ると、コック帽を被っている太った店主が挨拶した。
「Guten Tag」
クラツカは、ドイツ語で話しかけた。
「Guten Tag. Ich mochte die wurst」
「Ja」
「試食できますかしら？」
クラツカが翻訳した。
「Kann ich den die wurst probieren?」
「Ja」
店主は、スライスしたソーセージを火であぶり、マダムの手にのせた。
「奥様どうぞ」
「すこし下品だけれども、いただくわ」
マダムは、ソーセージを口に入れた。
「美味しいわ、店主に言ってちょうだい。このショーケースの商品全部いただくわ」
「かしこまりました」
「Ich mochte alle die wurst」
「Du hast mich erschreckt」
とんでもなく、店主は慌てた。
「嬉しそうね」
「いいえ、奥様。店主は驚いていますよ」
「可愛い店主さんだこと、おほほ」
ソーセージの代金は、クレジットカードで支払った。
「奥様、お待たせしました。購入の手続きが済みました」
「ご苦労さま」
「ははっ」
「そろそろ、帰りのプライベートジェットに乗らないと、間に合わないわね」
「帰りましょうか」
「よろしくね」
二人は、M3でミュンヘン空港へ移動した。

空港の搭乗口の通路で、チェン機長がお出迎えした。
「お帰りない」
「戻りましたわ。チェン、安全運転で日本へ帰してちょうだい」
クラツカが、目的地を告げた。
「我 要 去 日本」
「OK」
二人は、ボーイング747に乗り込む。シートベルトも締めた。
「さあ、帰りましょう」
クラツカが、チェンに無線で連絡した。
「Go to sky」
機内アナウンスが流れる。
「Take off」
ボーイング747は、日本の空港へ到着した。
「また、お待ちしておます」
「チェン、ごきげんよう」
「再見」
チェンは手を振った。マダムも振り返す
「なんておっしゃったの？」
「また会いましょう。さようならのことですね」
「あらそう、中国語って難しいわね」
「このクラツカの頭に仕込んでありますので」
「頼もしいわ」
待機してあったロールスロイスに乗り、家へ帰りついた。
「あら、まだダーリンのご帰宅まで三時間はあるわね」
「そうですね」
「クラツカ、本日はお疲れ様でした」
「ありがたきお言葉」
「わたくし、疲れましたわ」
「ご無理はなさらぬように」
「そうですわね、少し休みます。三時間後に起こしてね」
「ははっ」
マダムは、眠りに着いた。


完
